
木11.262026.

主　　　催： エイチ・ツー・オー
リテイリング株式会社

協　　　賛： 株式会社髙島屋　株式会社阪急阪神百貨店

後　　　援： 大阪府　ザ・コンシューマー・グッズ・フォーラム

定　　　員： 会場
70名　※Zoomによるライブ配信も実施

プログラム： くわしい内容は裏面をご参照ください

右記の二次元コードのご利用、または下記のGoogleフォームのURLより、

必要事項をご記入のうえ、お申し込みください。

https://forms.gle/DEPS3uzgggBbtubs6 

受 付
期
間：11月1日(日)〜23日(月・祝)

〈お問い合わせ〉エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 

経営企画グループ サステナビリティ推進室　sustainability@h2o-retailing.co.jp

Blooming Camp
午後2時-5時30分

大阪市北区大深町6-38 グラングリーン大阪 北館 JAM BASE 3階   さくらインターネット株式会社

※要予約　※参加無料

 ご予約 

(運営委託会社：株式会社ブロックス）

H2O  資源循環フォーラム

Tsugu.
――モノを巡らせ、想いをつなぐ。――

食べる、着る、暮らす。日々のちいさな選択から、

わたしの「良くしたい」「変えたい」が、 だれかの明日にめぐっていく。

一人ひとりの「自分ゴト」を、地域の「みんなゴト」へ育てるフォーラム。

https://forms.gle/DEPS3uzgggBbtubs6
https://forms.gle/DEPS3uzgggBbtubs6
mailto:sustainability@h2o-retailing.co.jp


プログラム　※事情により時間が前後する場合がございます

第1部　オープニング・基調講演

14:00 主催者あいさつ

　　　　　　エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社
代表取締役社長　荒木
直也　

14:05 基調講演　モノを巡らせ、想いをつなぐ。地域で育むサーキュラーエコノミー

アーティクル株式会社 代表取締役　加藤 佑氏

第2部　想いをつなぐパネルトーク

14:30 パネルトーク　モノと想いが行き交う、フードドライブの現場から

――なぜ、店頭に「お客さまの想い」が集まるのか――

【モデレーター】

株式会社honshoku 代表取締役社長／一般社団法人フードサルベージ
代表理事　　
　
平井
巧氏

【パネリスト】

 株式会社髙島屋 大阪店 企画宣伝部 営業政策担当　佐々木 大輔氏

 株式会社阪急阪神百貨店 川西阪急
総務部ディビジョンマネージャー　　　松岡
千里

　　　 株式会社 関西フードマーケット コーポレート企画室 サステナビリティ推進担当 

ディビジョンマネージャー　　　梶原 幸一

 関西学院大学　　 谷口
実咲氏

甲南大学 　玉岡
穂ノ佳氏

15:30 休憩

第3部　共創アプローチと機運醸成

15:40 【講演】　髙島屋グループの循環型プロジェクト「Depart  de Loop」

株式会社髙島屋 営業本部 営業企画部 営業企画担当　原田 璃佳子氏　

15:55 【講演】　地域と暮らしのあいだに循環をデザインする 　地域共創活動「食とわ」

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 経営企画グループ サステナビリティ推進室 室長　西田 哲也
※「食とわ」は「2026 年度グッドデザイン賞」を受賞しました

16:10 【講演】　まちをワクワクさせるローカルプロジェクト

――関係人口、サステナビリティからウェルビーイングまで――

　株式会社ソトコト 代表取締役社長／「ソトコト」編集長　指出
一正氏

16:40 【総評／閉会あいさつ】

 叡啓大学 副学長・学部長・特任教授／神戸大学
名誉教授　石川
雅紀氏

16:50 終了（ライブ配信は閉会あいさつまで）

17:00 【交流会】会場ならではのネットワーキングにぜひご参加ください

私たちが暮らす地域社会を、より豊かに未来へつないでいくための「循環型社会」。
それは事業者や行政の仕組みづくりだけで完結するものではなく、日々の暮らしを営む生活者
一人ひとりの意識や、ささやかな選択から生まれます。
H2Oは川西・宝塚・梅田などでの食品廃棄ゼロへの挑戦や、生活者の行動変容を促す共感の輪
づくりを重ねてきました。店頭のフードドライブで託される食品に添えられた温かいひと言、
家庭の生ごみが堆肥となり花を咲かせる喜びなど、現場にはいつも「手放す・託す人の想い」
と「人と人とのつながり」がありました。
3回目となる今回は、従来の情報伝達型「シンポジウム」から、さまざまな声が行きかう「フォ
ーラム」へとアップデートしました。
単なる「モノの回収」や「効率的なリサイクル」を超えて、ひとの想いや体温が通い合うサー
キュラーエコノミーとはどのようなものか……有識者による情報提供はもちろん、百貨店やス
ーパーで生活者と向き合う現場スタッフ、持続可能な社会を担う次世代の学生、そして皆さま
とともに、明日からの暮らしをちょっと良くしていく、変えていくヒントを探求します。

※
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